
1. 大会名および対象となる試合に関する報告

 大会名  ゲーム№  日付

 ホームチーム 苫小牧選抜

 ビジターチーム 東京都選抜  レフェリー 1

 ゲームスコア  レフェリー 2 －

 大会レフェリー委員長  ラインズマン 1

 大会懲戒委員長  ラインズマン 2

2. 対象となる反則に関する報告

 1. ペナルティの種類　(報告書作成理由）　　チーム名，背番号，選手名，適用条項

東京都選抜  №99 向坂　健司

 2. 大会レフェリー委員長に対する口頭報告の有無? はい / いいえ

 3. 大会懲戒委員長に対する口頭報告の有無? はい / いいえ

 4. ペナルティ発生時間

 発生時間：  ピリオド 3 その時点のスコア  Ｈ　　３ - V　　
３

 5. ペナルティの時の状況

　　(発生にいたるまでの経過を記述すること。ペナルティは発生したままを記述すること。

　　発生したすべての怪我をとりあげること。ペナルティの後に発生したすべての出来事も記載すること。

　　ペナルティを説明するためにリンクの図を用いること。はっきりとした字体で記載すること。）

５８：５８（第３ピリオド１８分５８秒） 東京都選抜のディフェンディング・ゾーンにおいて、コーナーでパック

キープした東京都選抜 №30に対し、苫小牧選抜 №34が背後から激しくボードの叩きつけてため、

チェッキングフロム・ビハインドのペナルティを科した。№30は、顔面より出血があっため、国際競技規則

第523b)に基づきマッチ・ペナルティを科した。その際、両チームの小競り合いがあり、苫小牧選抜 №

と東京都選抜 №99がレフェリーの制止を聞かず、殴り合いを続けたため、国際競技規則第528e)に

基づき、メジャー　プラス自動的なゲーム・ミスコンダクトペナルティを科した。

#528e) ラッフィング　による　メジャー　プラス　自動的なゲーム・ミスコンダクトペナルティ

58：58

川村　一彦 小泉　公一

山田　幸司 山口　壮太郎

苫小牧選抜  №34 山内　秀 #523b) チェッキングフロム・ビハインド　による　マッチ・ペナルティ

　　　　Ｈ　　3　　/　Ｖ　　3
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6. そのペナルティが発生した時の両チームのすぺてのペナルティ
　（ペナルティを科せられた選手の背番号，科せられたペナルティ，ペナルティ分，
　国際競技規則の適用条項）

 ホームチーム  ビジターチーム

№ 34 № 99
№ 22 № 99
№ 22 №
№ №
№ №

反則の説明をするために、このリンクの図を利用すること。

日付  レフェリー 1 （サイン）
 レフェリー 2 （サイン）

 ラインズマン 1 （サイン）  ラインズマン 2 （サイン）

このレフェリー報告書は、大会懲戒委員長によって、直ちに主催団体に提出されなければならない。

ー
自筆でサイン 自筆でサイン

大会レフェリー委員長並びに大会懲戒委員長は、この報告書を読み、何も付け加えることはない。

大会レフェリー委員長　(サイン) 自筆でサイン 大会懲戒委員長　(サイン) 自筆でサイン

自筆で日付を書く 自筆でサイン

ROUGH 5 # 528e) GA-MI 20 (GM) # 528e)
GA-MI 20 (GM) # 528e)

このレフェリー報告書は、その試合のレフェリーによって作成され、
試合後直ちに大会レフェリー委員長及び大会懲戒委員長に提出すること。

# 528e)
背番号 ペナルティ ペナルティ分 適用条項 背番号 ペナルティ ペナルティ分 適用条項
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